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論 文 の 要 旨 
 
題 目 視覚特性を考慮したハイダイナミックレンジ画像の表示手法に関する研究 
（A Study on Displaying High Dynamic Range Images Considering Human Visual Perception） 
 











































































高精度かつ高圧縮率な手法が開発された．これを CG で作成した画像に応用する．空間成分と波長成分の 2
段階に分けてウェーブレット変換を利用することで，高精度で高圧縮な記録が可能である． 
画像伸長については，CG 分野で開発された，RGB 成分への高速な変換手法を利用して表示を行う．提案
手法は，この高速な変換手法を，ディスプレイへ画像を表示することに着目して改良した．すなわち，輝度ダ
イナミックレンジの調整のために，トーンマッピングを行うことを考慮し，それに適した表色系である XYZ
表色系を用いる．また，画像表示までに行う変換にはウェーブレット変換を用いる．画像をウェーブレット係
数で表現することで，トーンマッピングや，所望の画像サイズへの変換を高速に行うことができる． 
 
最後に，第５章で，本研究で得られた成果や今後の課題を述べる．本研究では，視覚特性に着目し，ディス
プレイに表示した際の色表現手法について開発を行った．第２章では周囲の環境の明るさが変化した場合の色
の見え方の変化を表現する手法を開発した．第３章では，強い光を見た後に発生する生理的な現象である残像
の表示手法を開発した．これら二つに共通することは，どちらのモデルも実験データに基づいていることであ
る．これらのモデルを用いることで，実際の印象に近い画像を得ることができることを示し，表示の際の色合
いの重要性を示した．第４章では，実世界の光は RGB成分ではなく，分光成分を持つことに着目し，分光分
布画像の記録方法についても提案した．さらに，通常のディスプレイは RGB成分に対応しているため，それ
に応じた高速に表示する手法を開発した． 
 
今後の課題として，次のことが挙げられる．まず，全輝度領域に統一的な視覚特性モデルの開発である．提
案手法を，シミュレーションのように，ユーザーと相互的な動作を必要とする場面に応用する場合，論文中で
扱っている，薄明視の領域だけでは不十分であり，明所視や暗所視の状況下も対応する必要がある．また，
HDRS 画像のリアルタイム表示も必要である．さらに，心理物理学的実験による評価を取り入れることで，
自然な印象を与える表示に近づけるための指標として役立つと考えている． 
